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基本問題委員会の役割基本問題委員会の役割

「現行のエネルギー基本計画を白紙から見直す」

「原発への依存度低減のシナリオを描く」

「東日本大震災及び原発事故を受けて」
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東日本大震災と「電力システム危機」東日本大震災と「電力システム危機」

原発の安全性の否定 安定供給の途絶

１：脱原発は現実的か？

２：再生可能エネルギーを大量導入できるか？

３：電力規制制度はどうあるべきか？

⇒安全で安定した電力システムを構築できるか？
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再生可能エネルギーの再評価
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3つの“Ｅ”

・原発は本当に安いのか？
・再生可能エネルギーは中長

期的にも高いのか？

①エネルギー源を自給できる
②安定供給：停電が起きない
③地域住民にとって安全

EEnvironmental Protection
環境保護

EEconomic Efficiency
経済性

EEnergy Security
エネルギー安全保障
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●計画停電の原因：集中型電源への依存

＜東京電力の電源構成＞

石油火力 水力

福島第1・第2

石炭火力

常陸那珂

LNG火力

広野 鹿島

再エネ

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

全設備容量

運転停止

原子力

（万kW）

全設備容量の28.4%

分散型電源の再評価

●分散型電源＝分散立地

・安定供給：事故や災害によるシステム全体への影響が限定的

・地域の安全：立地負担や事故時の被害が限定的
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日本における再生可能エネルギー
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＜世界の太陽光発電の累積設備容量＞＜世界の風力発電の累積設備容量＞

出典：Global Wind Energy Council, “Global Wind Report 2010”を基に筆者作成。
出典：IEA, “Trends in Photovoltaic Applications”

 

2010

を基に筆者作成。中国やインドなどが対象外であることに注意。
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再生可能エネルギーが普及しない理由

諸外国の対応策

・Feed-in Tariff

・規制緩和
・申請等手続きの簡略化
・政府が地元との間を仲介

・発送電分離
・再エネの優先接続（FIT）

・統合市場の機能の活用
・揚水発電の活用
・スマートグリッド化
・蓄電池（EV含む）の活用

１：発電コストが高い

２：立地規制、地元の反対

３：系統接続が拒否される

４：系統不安定化の恐れ
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系統安定化対策としての国際連系

・輸出：440.5万kWh
・輸入：

 
92.5万kWh

・輸出：305.3万kWh
・輸入：304.9万kWh

・輸出：

 
33.9万kWh

・輸入：432.6万kWh

・輸出：613.7万kWh
・輸入：357.7万kWh

出典：ENTSO-E, “Statistical Yearbook”2008 
を基に筆者作成。
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2010年：平均4973万kW

2011 年：平均4119万

(万kW)

←　　　　　　　　　　7月 ←　　　　　8月

8

デマンド・レスポンスの可能性

⇔しかし、スマートでない方法で実現！
・「見える化」やインセンティブ供与はなし

＜東電管内の7月各日のピーク需要＞

ピーク需要：平均17.2%減

（最高気温：平均0.4度低）

出典：東京電力ウェブサイトを基に筆者作成
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自律分散開放型電力システム

⇔

水力発電

⇔

⇔

ｳｨﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ

火力発電 原子力発電

ｿｰﾗｰﾌｧｰﾑ

地熱発電

需要者 需要者 需要者 需要者
大口

需要者
大口

需要者
需要者

自ら考えて消費、供給も！

省ｴﾈｻｰﾋﾞｽ

充売電ｻｰﾋﾞｽ

集中型電源

サービス事業者

分散型電源

蓄電池太陽光ﾊﾟﾈﾙ EV/PHV

スマートグリッド

電力市場ﾊﾞｲｵﾏｽ発電

自家発電

制御ｻｰﾋﾞｽ

独立系統運用機関
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